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第1章 経営戦略の改定 
 

1 簡易水道事業の経営戦略 

 

水道・簡易水道事業をはじめとする公営企業は、高度成長期に整備された水道施設が更新時期を迎

え、人口減少に伴う料金収入の減少により経営環境は厳しさを増しています。 

  

 こうした状況において、総務省は「公営企業の経営に当たっての留意事項について」（平成 26年 8月

29 日付総務省自治財務局通知）により、将来にわたって安定的に事業を継続していくための、中長期

的な基本計画である「経営戦略」の策定を地方公共団体に要請しました。さらに、同省は「経営戦略の

改定推進について」（令和 4 年１月 25 日同局通知）において、経営戦略の見直しに当たっては、料金

収入、施設更新費用、維持管理等の事項を投資・財政計画に的確に反映するように求めているところで

す（図 1-2 参照）。 

 

大空町は、平成 18年 3月、女満別町と東藻琴村が合併して誕生しました。 

旧女満別町は、大正元（1912）年に、北見～網走間に鉄道が開通し、それ以降急速に入植者が増え、

集落が編成されてきました。大正 10（1921）年 4 月、網走町から分村し女満別村が誕生、昭和 26（1951）

年 4 月には町制を施行し、現在に至っています。 

旧東藻琴村は、大正 4 年に網走、能取、藻琴村 3 村を合併して網走町に 1 級町村制が施工され、東

藻琴に改称しました。その後、昭和 22年に網走市の昇格とともに分村し、東藻琴村が誕生し、現在に

至っています。 

 

この中で、将来にわたる安定的かつ計画的な経営を見通すために、大空町簡易水道事業経営戦略（平

成 31 年度～平成 40（令和 10 年度）を策定しています。そして、現在、この策定から 6 年が経過し、

水道事業を巡る環境の変化に対応をするため、今回の「経営戦略の改定」となりました。 
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2 経営戦略の見直しと計画期間 

 

経営戦略の計画期間は、「総務省 経営戦略策定・改定マニュアル 令和 4 年 1 月改定」では、「毎年

度の進捗管理、3～5 年毎の検証や評価、そして改定を行っていくというＰＤＣＡサイクルを導入して

確立させる必要があります。」と記載されています。 

 

今回の経営戦略の改定は、このＰＤＣＡサイクルと合致するものであり、着実に計画を進めるため

の必要なステップとなっています。このため、上記マニュアル等に準拠して経営戦略の計画期間は 10

年間（令和 7～16 年度）、見直しは原則 5 年毎であるため次回は令和 12 年 3 月を予定し、実施するこ

とを基本とします。改定は、給水人口や給水量の減少、経営指標の推移、などを踏まえて進めていきま

す。 

 

 

 
図 1-1 経営戦略の計画期間 

 

H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

大空町水道事業経営戦略(簡易水道)

（平成31年3月策定）

大空町水道事業経営戦略(簡易水道)

（令和7年3月改定）
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図 1-2 総務省「経営戦略策定・改定マニュアル（令和 4年 1 月改定）」より 
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第2章 事業概要 

 

1 大空町の概要 

 

大空町は、北海道北東部に位置し、南に自然豊かな藻琴山(標高 1,000ｍ)がそびえ、北に

は水産資源に恵まれた網走湖(標高 0ｍ)に面した、景観の美しい町です。 

肥沃な田園丘陵地帯が広がる中央部は畑作地帯となっており、西部の網走川沿岸の平地

には稲作地帯、南部の藻琴山山麗には酪農地帯が広がっています。 

大空町の気候は、オホーツク海沿岸の典型的な気候で、夏は太平洋沿岸で、冬は日本海沿

岸で雨や雪を降らせた後の乾燥した季節風が吹き込むため、降水量が少なく晴天に恵まれ

ます。年間平均気温は約 7℃、年間降水量は 700 ㎜程度で、一年を通じて穏やかな気候が続

きます。降雪は 10月下旬から 4月下旬にかけてみられ、冬期間の市街地での積雪量は 50㎝

～1ｍ前後です。 

女満別地区は明治 23(1890)年、マッチ軸木材伐採のため造材小屋が作られ、人が居住し

たのを開拓のはじめとしています。明治 31(1898)年には農業に従事する者が定住し本格的

な開拓が始まりました。大正元(1912)年には北見～網走間に鉄道が開通し池田～北見～網

走間が全通、それ以後急速に入植者が増え、商業を営む者が出るなど基礎的な集落が編成さ

れてきました。大正 10(1921)年 4 月、網走町から分村し女満別村が誕生、昭和 26(1951)年

4 月には町制を施行し、平成 18 年 3 月 31 日に東藻琴村と合併し、現在に至っています。 

東藻琴地区は、明治 22 年に藻琴原野植民地計画としての実測が行われ、明治 39 年の春

に梅谷房蔵氏他 5 名が、東 1 線と基線 21 号の交差点付近に仮小屋を設けて定住入地したの

が始まりとされ、大正に入ると市街地区画割が行われ、大正 4 年には網走、能取、藻琴村 3

村を合併して網走町に 1級町村制が施行され、東藻琴に改称しました。その後、昭和 22年

に網走町の市昇格とともに分村し、東藻琴村が誕生。平成 18 年 3 月 31 日に女満別町と合

併し、現在に至っています。 

 

図 2-1 大空町の位置図 
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2 水道事業の概況 

 

(1). 沿革 

大空町簡易水道事業は、旧女満別町の女満別本町地区、女満別高台地区、旧東藻琴村の

東藻琴地区の 3 つの簡易水道事業で運営されていますが、会計は大空町簡易水道事業と

して一本化されています。各簡易水道事業の認可等の沿革は次表のとおりです。 

 

表 2-1 大空町水道事業の沿革 

 

 

 

 

 大空町は、平成 18 年の旧女満別町と旧東藻琴村との対等合併により誕生しているが、東

藻琴地区が女満別地区より簡易水道事業の着手が早かったため、施設の老朽化が進行して

おり維持・補修に係わる費用が増えています。 

 一方、女満別本町簡易水道事業では、平成 10年度に事業変更認可を取得し、水道未普及

地域の解消を図るとともに、女満別町簡易水道、低台地区簡易水道、湖南地区簡易水道の 3 

簡易水道を統合しています。また、「低台地区の取水・浄水施設および湖南地区の取水・浄

水施設を廃止」、「本町地区において取水施設の新設および浄水施設の増強」といった施設の

統廃合を実施しています。さらに、平成 11 年度には東部高台地区簡易水道に隣接する未給

水区域に区域拡張を行ない、名称を高台地区簡易水道としています。 

⼥満別本町地区簡易⽔道

給⽔⼈⼝ １⽇最⼤給⽔量
創設 S45.3.31 環境426号 3,800 ⼈ 770  /⽇

第1次拡張 S52.10.7 衛施第109号 3,200 ⼈ 850  /⽇
第2次拡張 S57.7.10 衛施第131号 4,800 ⼈ 1,400  /⽇
第3次拡張 S63.4.4 衛施第1-18号 5,000 ⼈ 2,250  /⽇

- H5.11.11 衛施第2-19号 5,000 ⼈ 2,250  /⽇
第4次拡張 H11.4.7 環保第8-11号 5,000 ⼈ 3,125  /⽇

名称 認可（届出）
年⽉⽇

計画
認可番号

⼥満別⾼台地区簡易⽔道

給⽔⼈⼝ １⽇最⼤給⽔量
創設 S63.8.9 環施第5-4号 330 ⼈ 225  /⽇

第1次拡張 H12.4.4 環保第2-18号 1,000 ⼈ 625  /⽇

名称 認可（届出）
年⽉⽇

計画
認可番号

⼤空町東藻琴地区簡易⽔道事業

給⽔⼈⼝ １⽇最⼤給⽔量
創設 S29.12.1 29河第2276号 2,400 ⼈ 360  /⽇

変更（拡張） S35.9.8 35環第7580号 1,810 ⼈ 380  /⽇
変更（拡張） S47.3.31 衛施第31号 2,295 ⼈ 453  /⽇
変更（拡張） S60.3.11 衛施第33号 3,130 ⼈ 2,575  /⽇
変更（拡張） H14.4.16 環保第2-4号 2,800 ⼈ 2,517  /⽇

届出 H18.3.31

名称
認可（届出）

年⽉⽇
計画

認可番号
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(2). 給水状況 

大空町簡易水道事業は、現在の普及率が 96.8%であり、生活と経済活動を支える重要なラ

イフラインとなっています。給水概況を「表 2-2」に示すほか、これらの情報を補完する観

点から他の給水に関する情報を「表 2-3」に示します。 

 

表 2-2 簡易水道等事業の給水概況 (令和 5 年度決算) 

供用開始年月日 

女満別本町 昭和 45年 3 月 31 日 

女満別高台 昭和 63年 8 月 9 日 

東藻琴 昭和 29年 12 月 1 日 

法適（全部・財務）・非適の区分 法適用（財務） 

計画給水人口 8,800 人 

現在給水人口 6,331 人（令和 5年度決算） 

有収水量密度（年間有収水量÷給水区域面積） R5年間有収水量 986.772 千 ÷23,119ha=0.09 千 /ha 

 

 

表 2-3 給水人口及び業務量等 

給水人口 

行政区域内人口 6,538 人

給水区域内人口 6,538 人

現在給水人口 6,331 人

業務量等 

年間総配水量 1,414,914  

年間有収水量 879,037  

1 日平均給水量 3,876  

1 日最大給水量 5,269  

年間有収率 62.13％

施設能力 6,267  /日

決算統計より 

 

(3). 施設状況 

大空町簡易水道事業の施設状況を表 2-4、表 2-5 および施設・管路の状況を図 2-2、図 

2-3 に示します。 

 

表 2-4 施設概況 

水 源 深井戸 7箇所、湧水 2箇所 

施設数 
浄水場設置数：2箇所 配水池設置数：11 箇所 

導水ポンプ場 2 箇所、送水ポンプ場 1箇所 

施設能力 施設能力 6,267  /日    

管路延長 391km    ※導水管＋送水管＋配水管 

施設利用率 61.85% = 1 日平均給水量( )÷施設能力( )×100 = 3,876÷6,267 
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表 2-5 主要施設の経過年数 

地区名 施設名 施工年度 経過年数 

女満別本町 

取水：4号井 S57  1982 42 年 

取水：5号井 S63  1988 36 年 

取水：6号井 H04  1992 32 年 

取水：7号井 H11  1999 25 年 

導水：昭和導水ﾎﾟﾝﾌﾟ場 H11  1999 25 年 

浄水：昭和浄水場 
H01  1989 

H12  2000 

35 年 

24 年 

配水：昭和配水池 

S46  1971 

S57  1982 

S63  1988 

H12  2000 

53 年 

42 年 

36 年 

24 年 

配水：低台配水池 
S46  1971 

H16  2004 

53 年 

20 年 

配水：湖南配水池 S61  1986 38 年 

女満別高台 

取水：1号井 S51  1976 48 年 

取水：2号井 S52  1977 47 年 

取水：大成水源 H12  2000 24 年 

導水：大成導水ﾎﾟﾝﾌﾟ場 H12  2000 24 年 

浄水：東部高台浄水場 S51  1976 48 年 

浄水：大成浄水場 H15  2003 21 年 

配水：東部高台配水池 S52  1977 47 年 

配水：大成配水池 H15  2003 21 年 

東 藻 琴 

取水：第 1水源 S60  1985 39 年 

取水：第 2水源 H14  2002 22 年 

配水：高区配水池 S60  1985 39 年 

配水：東洋配水池 S60  1985 39 年 

配水：福富配水池 S48  1973 51 年 

配水：中区配水池 S61  1986 38 年 

配水：低区配水池 S62  1987 37 年 

配水：東藻琴配水池 S63  1988 36 年 

※対象は構築物、経過年数は R5 年度末。 
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図 2-2 構築物及び設備 取得年度別帳簿原価 

 

 

 

図 2-3 管路 布設年度別 延長 
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表 2-6 延長表 

導水管延長 19,047ｍ 

送水管延長 4,015ｍ 

配水管延長 367,631ｍ 

計 390,693ｍ 

 

現在の構造物及び設備については、最も古いもので創設時（昭和 46年）に設置された女

満別本町地区の本町第 1配水池と低台 1号配水池があります。また、管路においては、令和

5 年度末の経年化率（全体延長に対する法定耐用年数を経過した延長の割合）が、24.0％と

なっています。 

 

今後の水道事業経営には、施設等の資産について健全度を定期的に把握し、定期点検やメ

ンテナンスなどにより長寿命化を図ることが重要です。その上で、資産（施設および管路等）

への更新投資とその財源確保のバランスを取りながら、事業経営を持続させることが必要

となります。そこで、資産の健全度について、将来的にどのように推移していくのかをシミ

ュレーションしました。具体的には、健全度を表 2-7、表 2-8 のとおり定義し、構造物、

設備及び管路を対象に、これらを更新しなかった場合の健全度の推移（100 年間）を図 2-4

～図 2-9 のとおりグラフ化しました。 

 

 

表 2-7  構造物・設備（資産額）の健全度 

名 称 説      明 

健全資産額 経過年数が法定耐用年数以内の資産額 

経年化資産額 経過年数が法定耐用年数の 1.0～1.5 倍の資産額 

老朽化資産額 経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた資産額 

 

表 2-8  管路（延長）の健全度 

名 称 説     明 

健全管路延長 経過年数が法定耐用年数以内の管路延長 

経年化管路延長 経過年数が法定耐用年数の 1.0～1.5 倍の管路延長 

老朽化管路延長 経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた管路延長 
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・構造物及び設備の健全度（更新しなかった場合） 

 

女満別本町地区 

女満別本町地区の構造物及び設備の健全

度は、現在、総資産額の約 4 割が健全資産、

耐用年数を超えた経年化・老朽化資産は約6割

の状況です。既に耐用を超えた資産の大半は

機械・電気・計装にあたり、比較的長い耐用年

数（40～60 年）の建築・構造物は、左図の健

全度グラフのように健全度は推移します。 

 

 

 

女満別高台地区 

女満別高台地区の構造物及び設備の健全度

は、現在、総資産額の約 3 割が健全資産、耐

用年数を超えた経年化・老朽資産は約 7 割の

状況です。既に耐用を超えた資産の大半は機

械・電気・計装であり建築・構造物は、左図

の健全度グラフのように健全度は推移します。 

 

 

 

東藻琴地区 

東藻琴地区の構造物及び設備の現在の健

全度は、他の地区と比べると、健全資産が多

く総資産額の約 7 割が健全資産になります。 

 しかし、老朽化資産への進行が早く、耐用

年数が 40～60 年ある建築・構造物が約 20 年

後には耐用年数を超える資産となります。 

 

 

  

図 2-4 女満別本町地区の健全度（構造物及び設備）

図 2-5 女満別高台地区の健全度（構造物及び設備）

図 2-6 東藻琴地区の健全度（構造物及び設備）
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・管路の健全度（更新しなかった場合） 

 

女満別本町地区 

女満別本町地区の管路の健全度は、現在、総

延長の約 8割の健全資産がありますが、毎年平

均約 3～4km の管路が耐用年数を迎える見通し

です。 

 

 

 

 

 

女満別高台地区 

 女満別高台地区の管路の健全度は、総延長の

約 8割が健全資産です。ほかの地区と比べて管

路の布設年は新しいため、老朽化の進行は遅く、

健全資産は 2043 年頃まで約 7 割ほどに保たれ

ていますが、2044 年以降は、大規模事業で整備

した管路が一斉に耐用年数を迎える時期とな

ります。 

 

 

 

東藻琴地区 

 東藻琴地区の管路の健全度は、現在、総延

長の約 7割が健全資産ですが、他の地区と比

べて、古い管が多いため老朽資産への進行が

早く、2033 年頃には健全資産は約 2割となる

見通しです。現在老朽管の計画的な更新を優

先して進めています。 
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図 2-7 女満別本町地区管路の健全度 

図 2-8 女満別高台地区管路の健全度 

図 2-9 東藻琴管路の健全度 
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(4). 料金 

本町の現行水道料金体系は、表 2-9 に示すように、料金用途は一般用のみで基本料金

と超過料金の合計となります。 

大空町簡易水道事業の水道料金の見直しについては、消費税の増加によるものを除け

ば平成 27年以降行っておらず、経費の節減を図りながら、町民に安定した水の供給を続

けています。 

表 2-9 水道料金体系表 

 

 

 本町と管内の他自治体における水道料金の比較は、図 2-10 のとおりです。本町の水道

料金については、管内の他事業体平均値を下回った金額となっています。 

 

 

図 2-10 道内類似団体との水道料金比較 

※水道料金については、「R4北海道の水道」より、10  までの料金で比較 
（メーター使用量は含まず） 

水道料金一覧

区域 用途

女満別 一般

東藻琴 一般

水道のメーター使用料（1か月につき）

口径

料金

13ミリメートル 20ミリメートル 25ミリメートル 30ミリメートル

146円 209円 240円 304円

基本料金
水量

基本料金
超過料金

1立法メートルにつき

8立法メートルまで 1,495円 186円

8立法メートルまで 1,144円 143円
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(5). 組織 

 

 簡易水道事業は、現在、大空町長を事業管理者として、簡易水道事業及び下水道事業を

所管する建設課において上下水道グループにより運営されていて、課長職を含めて 7名に

より関連事務を執行しています。 

 

 

3 これまでの主な経営健全化の取組 

 

(1). 民間活用及び技術者確保 

水道施設の施設点検及び検針業務を委託し民間企業のノウハウを活かしています。 

 

(2). 施設・設備の統合化及び広域化 

平成 10 年度に水道未普及地域の解消とともに、女満別簡易水道、低台地区簡易水道、湖

南地区簡易水道の 3 簡易水道を統合。低台地区の取水施設、浄水施設、湖南地区の取水施

設、浄水施設を廃止し本町地区の取水施設の新設、浄水施設の増強により、給水量の増加を

行う。平成 11年度には東部高台地区簡易水道に隣接する未給水区域に区域拡張を行い、新

規水源を取得し浄水施設を新設。平成 18 年 3 月 31 日に旧女満別町と旧東藻琴村が合併し

て大空町が誕生しました。 

大空町は女満別本町地区、女満別高台地区及び東藻琴地区の３つの簡易水道事業で運営

されているが、会計は一本化、経営や施設管理などの一体化を進めてきました。 

 

(3). アセットマネジメント 

令和 5年度にアセットマネジメントを実施し、保有資産の把握、中長期的な財政の見通し

の把握に取り組みました。 

 

(4). 広域連携 

網走市と協議を進め、導水管施設の共同化として原水融通が可能となる見通しとなって

います。令和 7年度水道事業認可を受け事業実施する予定です。  
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(5). 経営戦略目標（期間：2018～2028（H30～R8）の振返り 

令和元年 3月策定の経営戦略（H30～R8）の計画期間においてそれぞれ目標を掲げていま

す。最優先方策について令和 5年末時点での進捗・振返り内容について以下に示します。 

 

表 2-10  経営戦略目標（期間：R02～R11）進捗状況 

◆持続：事業運営効率化 平成 30（2018）から令 2（2020）年 

◇内容 施設の見直し縮小・統廃合計画 

◆持続：経営基盤の強化 平成 30（2018）から令 2（2020）年 

◇内容 広域連携・清浄な水源確保協議 

 

◇進捗状況 

女満別地区の一部水質の悪い水源（地下水）に替わり、網走市との広域連携による

原水融通に対し、令和元（2019）年より網走市と協議を重ね、令和 7 年水道事業変更

認可、令和 8 年より事業着手することになっています。 

このことにより、水質の悪い水源（地下水）の廃止や平成元年に建設された昭和浄

水場の機器更新が軽減され、更新費用や維持管理費の軽減が可能になります。 

 

◆持続：効果的整備計画 平成 30（2018）から令和 2（2020）年 

◇内容 漏水・事故多発路線の解消 

◆安全：施設管理の適正化 平成 31（2019）から令和 3（2021）年 

◇内容 導・送水管路、配水池等計画見直し 

◆強靭：耐震対策等の実施 平成 30（2018）から令和 2（2020）年 

◇内容 給水拠点の設定・確保 

 

◇進捗状況 

 漏水箇所の老朽管の更新は継続的に実施しています。令和 5 年度に「アセットマネ

ジメント策定」、令和 6 年度には、「更新計画」と「耐震化計画」を策定し、管路は耐

震管による布設替えを計画しています。また耐震化計画に基づき、今後補助金を活用

する予定です。 
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4 経営比較分析表等を活用した現状分析（令和 5 年度） 

 

(1). 経営比較分析表について 

経営比較分析表は、各公営企業の経営及び施設の状況を表す主要な経営指標とその分

析で構成され、平成 29 年度からその公表が開始されました。各公営企業においては、複

数の指標を組み合わせた分析を行い、経営の現状及び課題を的確かつ簡明に把握するこ

とが可能となりましたが、水道事業では、「経営の健全性・効率性」並びに「老朽化の状

況」の観点から、次の指標を挙げています。 

 

「経営の健全性・効率性」の観点 「老朽化の状況」の観点 

①経常収支比率 

③流動比率 

⑤料金回収率 

⑦施設利用率 

②累積欠損金比率 

④企業債残高対給水収益比率

⑥給水原価 

⑧有収率 

⑨有形固定資産減価償却率 

⑩管路経年化率 

⑪管路更新率の指標 

 

令和 5年度においての経営の健全性・効率性を示す指標及び分析結果を、図 2-11、表 

2-11、表 2-12 に示します。 
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表 2-11 経営の健全性・効率性 

 

 

令和 5年度においての老朽化の状況を示す指標及び分析結果を表 2-12 に示します。 

 

表 2-12 老朽化の状況 

 

 

項⽬ 説明 分析結果

収益的⽀出⽐率
収益的収⽀⽐率とは、給⽔収益や⼀般会計からの繰⼊⾦等の総収益で、
維持管理費、⽀払利息及び地⽅債償還⾦等をどの程度賄えているかを表
す指標です。

類似団体より下回っていますが、
今後、地⽅債償還⾦の返済完了に
より当指標は改善の⾒込みです。

累積⽋損⾦⽐率
営業収益に対する累積⽋損⾦（営業活動により⽣じた損失で前年度から
の繰越利益剰余⾦等でも補 することができず、複数年度にわたって累
積した損失のこと）の状況を表す指標です。

該当数値なし

流動⽐率
短期的な債務に対する⽀払能⼒を表す指標で１年以内に⽀払うべき債務
に対して⽀払うことができる現⾦等がある状況を⽰し100％以上である
ことが必要と⾔えます。

該当数値なし

企業債残⾼
対給⽔収益⽐率

給⽔収益に対する企業債残⾼の割合であり、企業債残⾼の規模を表す指
標です。

今後、平成10年頃の⾼額借⼊分が
返済完了にて減少の⾒込みです。
起債の新規発⾏は計画的に活⽤し
ます、

料⾦回収率
給⽔に係る費⽤がどの程度給⽔収益で賄えているかを表した指標です。
100％を下回る場合、給⽔に係る費⽤が給⽔収益以外の収⼊で賄われて
いることを意味します。

類似団体より上回っていますが、
経営は⼀般会計からの繰⼊⾦で賄
われている状況です。

給⽔原価

有収⽔量１ 当たりについて、どれだけの費⽤がかかっているかを表す
指標です。本指標はその良し悪しを判断する明確な数値基準がありませ
んが、経年⽐較や類似団体との⽐較により状況を把握・分析するもので
す。

類似団体と⽐較し⾼い値です。
⼥満別地区の井⼾⽔浄⽔化に多額
の費⽤がかかっている状況です。

施設利⽤率
⼀⽇配⽔能⼒に対する⼀⽇平均配⽔量の割合で、施設の利⽤状況や適正
規模を判断する指標で、⼀般的には⾼い数値であることが望まれます。

⼈⼝の減少等により低い数値を⽰
しており、今後は施設規模の⾒直
しが必要です。

有収率 施設の稼動が収益につながっているかを判断する指標で、100％に近け
れば近いほど施設の稼働状況が収益に反映されていると⾔えます。

施設の⽼朽化の進⾏により低い数
値を⽰ており、今後、漏⽔調査
等、無収⽔量を減らす取組が必要
です。

項⽬ 説明 分析結果

有形固定資産
減価償却率

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを
表す指標で数値が100％に近いほど⽼朽化が進んでいることを⽰してい
ます。

該当数値なし

管路経年化率
法定耐⽤年数を超えた管路延⻑の割合を表す指標で、管路の⽼朽化度合
を⽰しています。

該当数値なし

管路更新率
当該年度に更新した管路延⻑の割合を表す指標で、管路の更新ペースや
状況を把握できます。

東藻琴地区は法定年数を超えた管
路が現時点で3割ほどあることか
ら、令和6年度に策定する⽔道施設
更新計画に基づき、東藻琴地区を
中⼼に計画的な更新を実施してい
きます。
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経営の健全性・効率性について、指標より以下が示されると考えられます。 

 管理経費等の節減に努め、収益の向上に繋げていく必要があること 

 計画的な設備投資や管路更新を行い、運営の効率化を図ること 

 資本費用を見据えた料金改定により、健全な経営への寄与を目指すこと 

 

また、老朽化の状況についての指標からは、以下が示されると考えられます。 

 今後、同時期に敷設された管路が一斉に耐用年数を迎えることから、管路施設

の老朽化が大幅に増加すると見込まれるため、計画的に更新を行っていく必

要があること 

 全体を更新するには時間と費用が莫大に掛かるため、補助事業の利活用によ

り、効率的・効果的に進めていく必要があること 

 

(2). 経営比較分析表による総括 

 

今後の更新に向けては、将来的な需要予測も含めた適切な施設規模及びダウンサイジ

ングについて検討していくことが求められます。全国的に発生している管路の老朽化に

よる事故等を抑えるためにも、アセットマネジメントによる中長期的な計画のもと、施設

の重要度・優先度を踏まえた計画的な更新が必要です。 

また、今後給水人口の減少による給水収益の低下や管路・施設の老朽化など、経営環境

の厳しさが増す傾向にある中で、財政のバランスと工事費の平準化等を有する更なる投

資計画（管路・施設の更新）について検討することが求められます。 
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第3章 将来の事業環境 
 

この章では、給水人口及び給水量について実績を整理し、これをもとに将来予測を実施し

ます。さらに得られた情報から、将来の料金収入などについて見通しを立てることで、将来

の事業環境を予想していきます。 

 

1 給水人口との実績と見通し 

 給水人口は、行政区域内人口に社人研の減少率を乗じ普及率を考慮した上で設定して

います。 

推計の結果、給水人口は右肩下がりの傾向にあり、令和 5年度の給水人口実績値は 6,331

人であるのに対して、20年後の予測値は 4,380 人となり、20 年間でおおよそ 69％になる見

通しとなっています。 

 
図 3-1 給水人口の実績と予測 

 

2 有収水量と料金収入の見通し 

本町の有収水量・料金収入の見通しは、図 3-2 のとおりです。有収水量は給水人口の減

少とともに減少し、それに比例して料金収入も減少していく見通しです。 

令和 5年度年間有収水量 879 千 に対し、20 年後の予測値は、678 千 /年となり、20年

間でおおよそ 77％になる見通しです。 

 
図 3-2 有収水量と料金収入の見通し 

← 実 績 → ← 見 通 し →
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3 組織の見通し 

 

現在、簡易水道事業が直面している経営課題は、人員不足に加えて水道技術の継承や水道

施設の更新及び環境配慮など課題が複雑かつ多様化しています。 

このような背景の中で、水道事業に従事する職員の数は、民間事業者へ業務を委託するな

ど合理化を図りつつも、他業務との兼務の必要性も加味し、これまでどおり職員 7 名の人数

を確保し、通常業務の執行や課題解決に向けて取り組みを進めてまいりたいと考えます。 

 

 

4 施設の見通し 

 

構造物・設備や管路における健全度は、更新がない場合を想定した場合、図 3-3 が示す

通り、10 年後には構造物・設備では経年化及び老朽化となるのは 6 割を超えており、管路

では経年化及び老朽化は 8 割に及びます。また、第 2 章 4（1）における経営指標「施設利

用率（１日平均配水量÷１日配水能力）」は、令和 5 年度で 61.85％を示していますが、水

需要の減少により将来には施設利用率が低下していくものと予想されます。 

令和 7 年から 11年まで網走市から原水融通として、昭和浄水場までの導水管整備を行い、

原水融通後は、旧昭和浄水場を休止させ、更新費用や維持管理補の低減を図ります。 

また優先順位を踏まえた更新投資の計画策定や事業費の平準化及び財政収支のバランス

を図りながら、管路や施設等における更新と規模の適正化に努めていきます。 
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第 4 章 経営の基本方針 
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第4章 経営の基本方針 
 

大空町簡易水道事業は、「清浄で低廉な水の安定供給と持続的経営」を実現し、大空町を

下支えすることを目指しています。 

大空町簡易水道事業における実現すべき将来像としては、「水道法」に示された目的およ

び大空町の行政目標等を実現することと考え、平成 30年経営戦略策定時に、次のように設

定しています。 

 

水道の将来像：「清浄で低廉な水の安定供給と持続的経営」 

 

それを実現するための基本方針として、「新水道ビジョン」に示された「持続」「安全」「強

靭」といった諸課題を考慮しつつ、大空町第２次総合計画等に示された目標を踏まえ、次の

とおりに設定しています。 

 

 大空町簡易水道事業基本方針：水道サービスの継続により大空町を下支えする 

 

「持続」： 分散化した施設を効果的に統合し、経営基盤を強化・継続する 

「安全」： 近隣事業体と連携し、清浄で安心・安全な水を供給する 

「強靭」： 事故・災害に強い水道と支援体制を構築する 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼤空町第２次総合計画（平成２８年改訂） 

将来像：夢を絆を 笑顔で彩る⼤空町 
⽬標１.にぎわい ひろがる 産業のまちづくり---------（農林⽔産業の振興） 
⽬標２.あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり------（医療・福祉の充実）  
⽬標３.いきがい はぐくむ  学びのまちづくり--------（教育・スポーツの充実） 
⽬標４.ゆたかさ うるおう ⽣活のまちづくり---------（社会インフラの整備） 
⽬標５.ふれあい つながる 協働のまちづくり---------（情報・協働の⾃治体経営） 
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大空町第 2次総合計画により、大空町簡易水道事業のあり方、将来像のイメージは、図 4

－1 に示すとおりとなります。事業目標としては、「持続」「安全」「強靭」といった各項目

に落とし込んだ方針と施策を着実に実施し、大空町の行政目標を実現するための社会イン

フラとして下支えすることとします。 

 

 

図 4-1 大空町簡易水道事業の将来像イメージ  
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第5章 投資・財政計画（収支計画） 
 

1 投資試算及び財政試算における方法・結果 

 

(1). 投資試算の方法 

 

投資試算は、「令和 5年度 水道事業アセットマネジメント」（以下、「アセットマネジメン

ト」）、にて 40年間の財政収支を見通したうえで、「水道施設更新計画」（以下、「更新計画」）

にて 10 年間の水道施設の更新計画を立て、本経営戦略の投資計画に反映しました。 

 

アセットマネジメント及び更新計画を踏まえた、令和 7年から 16 年までの工種別年度事

業費は図 5-1 の通りです。 

老朽化施設の管路及び機械・電気設備の更新費用は年間約 3億円、また網走市からの原水

融通にかかる費用は約 15億円、10年間での総費用は、約 44億円を見込んでいます。 

 

 
図 5-1 工種別年間事業費 
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(2). 財政試算の方法 

 

財政試算は、想定した必要財源と更新投資額や経常費用の収支見通しを試算します。 

 
表 5-1 財政試算の主な必要事項 

給水収益の設定 

年間有収水量の将来推計値に供給単価を乗じて将来の給水収益を設

定します。供給単価は更新需要に対応することで財政収支の均衡が

図られない場合に財源確保の観点から調整（料金改定）します。 

上記以外の収益的

収入の設定 

その他営業収益や営業外収益及び特別利益等について、過去の実績

等を踏まえて、将来の収益的収入を設定します。 

収益的支出の設定 
人件費、維持管理、支払利息、減価償却費、委託費等の支出につい

て、過去の実績や動向を踏まえて、将来の収益的支出を設定します。

資本的収入の設定 
企業債や他会計補助金等について、更新需要に対応しかつ財政収支

の均衡が図られるように、将来の資本的収入を設定します。 

資本的支出の設定 
事業費や企業債償還金等について、現在確定している額や更新投資

に新たに発生する額等について、資本的支出を設定します。 

財政試算のケース

設定 

更新対象施設の更新基準年数及び老朽管路更新計画にもとづく更新

投資に対応するために、各種の財源確保を設定する試算を実施しま

す。 

 

 

(3). 投資計画及び財政計画（収支計画） 

 

試算により得られた投資計画並びに収支計画表について、表 5-2 及び表 5-3 のとおり

示します。 
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表 5-2 収益的収支による投資・財政計画 
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表 5-3 資本的収支による投資・財政計画 
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2 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明                                

 

(1). 収支計画のうち投資についての説明 

 

1). 目標設定 

 

 構造物・設備及び管路の更新を進め、健全度の向上を図ります。また、ダウンサイジング

など計画的な施設更新を継続することにより施設利用率を高め、効率的な事業運営を目指

してまいります。 

 網走市との広域連携による原水融通を実施し、良質な水源を活用するとともに更新費用

及び維持管理費の低減を図ります。 

 

 

2). 投資計画の内容 

 

計画期間内に実施する主な投資内容は下記のとおりです。 

 

 令和 7年から令和 16 年まで、老朽化する構造物・設備及び管路の更新を実施しま

す。 

 令和 7年から令和 11 年まで、網走市から原水融通を実施します。 

 令和 5 年度に策定したアセットマネジメントの更新基準年に基づく更新需要（40

年試算）を平準化し、年間約 3 億の投資が必要と試算し、本計画に反映しました。 

 

管路更新時には、耐震性及び耐久性に優れた DCIP（ダクタイル鋳鉄管 耐震型継手）、

HPPE（配水用ポリエチレン管）を採用し管路の耐震化を進めています。 
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(2). 収支計画のうち財源についての説明 

 

1). 目標設定 

財源計画は、収支均衡を図るため、経費削減に取り組むとともに料金の適正化を図りま

す。経営状況の健全性を示す、経常収支比率(%)と料金回収率(%)を指標に設定しました。 

 

表 5-4 目標とする指標（経常収支比率） 

指標名称 指標内容 

経常収支比率 

（％） 

 

算出式： （ 経 常 収 益 ）÷（ 経 常 費 用 ）× 100       

 

給水収益や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用を

どの程度賄えているかを表す指標です。数値が 100％を下回る場合は、単年度収支

の赤字を示すことになり、投資と財源の均衡を図る取組が必要となります。計画期

間内の目標値は、投資と財源の均衡を図る観点から 100％とします。 

(R5 経常収支比率：103.17%) 

 

 

 

表 5-5 目標とする指標（料金回収率） 

指標名称 指標内容 

料金回収率

（％） 

 

算出式：(供給単価）÷ (給水原価)×100 

 

給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えているかを表した指標です。 

数値が 100％を下回る場合は、給水に係る費用が給水収益以外の収入で賄われて

いることを示します。 

本町の本指標は令和 5 年度において類似団体平均の 53.79％を上回っています

が、現行の料金収入で試算した料金回収率は、令和 16年度には 51.3％となる見込

みです。これは、有収水量の減少が見込まれると同時に、物価上昇などの影響を受

け、水道事業経営をとりまく状況が年々厳しくなっていくと考えられるためです。

現行の料金水準では必要な費用を賄えず、基準外繰入金は年々増加する見込みで

す。 

本経営戦略では、料金回収率の目標を料金算定期間の平均が 90％を上回ること

を目標とします。 

目標達成には、令和 9年度、令和 14年度に料金改定が必要となる見通しです。

 

  

5-6



水道事業経営の安定化に必要な財源確保について、水道利用者から理解を得られるこ

とは非常に重要で、このためには、目標の設定や原価計算表の作成など、事業運営の見え

る化がそのツールとなります。 

次に、選択されたシナリオに基づき、水道水を供給するために必要な費用に対する料金

収入の割合を示す資料として、原価計算表を作成しました。 

 

表 5-6 原 価 計 算 表 

 

 

対象期間を令和 7～11 年度としてその平均値で原価計算をした結果、施設更新や維持管

理に必要な費用に対して料金収入は約 66％となり、維持管理費や資産維持費への補填が必

要になります。 

料金水準の現状も踏まえ、料金については今後の収支バランスに注視しながら、料金改定

の必要性を検討していきます。  

布設年月日 昭 和 年 月 日

給水人口 6,331　人

計算期間 自 令 和 7 年 4 月 至 令和 12年 3月

（　5　年間）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

127,073 172,241 172,241

0 0

118 199 199

127,191 172,440 0 172,440

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

13,201 14,431 14,431

20,435 20,304 20,304

7,394 6,578 6,578

8,295 6,259 6,259

0 0 0

0 171,704 83,099 88,605

41,923 38,310 38,310

15,759 20,848 20,848

107,007 278,434 83,099 195,335

107,007 278,434 83,099 195,335

64,600

259,935

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 66%

給 水 装 置 工 事 費

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部

項 目

金　　　　　　　　額

料 金 (X)

収　　入　　の　　部

項 目

金　　　　　　　　額

支 払 利 息

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

料 金 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

原
価
構
成

人 件 費

そ の 他

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

受 水 費

減 価 償 却 費
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2). 財源の説明 

財源については、表 5-7 に示すとおりの内容になっています。 

 

表 5-7 試算上の財源確保手段 

料金に関する事項 
算定期間の料金回収率平均 90％の目標達成ため、令和 9年度に 44%、令

和 17年度に 17％の料金改定を見込んでいます。 

建設改良の財源 

企業債・国庫補助金 
計画期間内の建設改良費の財源は、企業債を計画しています。 

繰入金 

基準内繰入金は繰出基準に基づき見込んでいます。 

基準外繰入金は当期純利益が不足しないよう繰入額を調整して見込ん

でいます。 

資産の有効活用 
現在のところ、有効活用できる遊休資産がないため、収入増加につなが

る資産の有効活用の取組みについては該当がない状況です。 

 

 

(3). 収支計画のうち投資以外の経費について説明 

投資以外の経費（委託費、修繕費、人件費等）の積算の考え方等について表 5-8 に示

します。 

 

表 5-8 投資以外の経費 

職員給与費に関する事項 令和 5年度の人件費をもとに年 0.3％の上昇を見込んでいます。 

光水熱費に関する事項 
令和 5年度の実績値をもとに年 2%近の上昇を見込んでいます。原水融通

により、休止水源や昭和浄水場にかかる費用の軽減を見込んでいます。

維持管理費に関する事項 

維持管理費の内、人件費等の影響を受けるものは、年 2％の上昇を見込

んでいます。また光水熱費同様、休止水源や昭和浄水場にかかる費用の

軽減を見込んでいます。 

委託料に関する事項 
施設管理費、保守点検及びメーター検針等の委託料です。 

令和 5年度の実績値をもとに年 2％近の上昇を見込んでいます 

修繕に関する事項 令和 5年度の修繕費をもとに年 2％の上昇を見込んでいます。 

その他 令和 12年以降、原水融通費としての費用を見込みます。 
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3 投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要              

 

(1). 投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等 

投資の合理化及び費用の見直しについての検討状況は下表のとおりです。 

 

表 5-9 投資の合理化、費用の見直し 

広 域 化 

更新費用及び維持管理費等の削減が期待できることから、網走市との原水融通

を実施し、広域連携を推進します。この広域連携は「北海道広域推進プラン」

に示す広域化案に基づいています。 

民間の資金・ 

ノウハウ等の活用 

(PPP/PFI 等の導入等)

現在、装機器保守点検、自家用電気保安点検、水質検査、メーター検針、漏水

調査、配水池清掃、料金システム保守、財務システム保守、実施設計、経営戦

略改定、アセットマネジメント改定を民間委託し事業運営に必要な人員やノウ

ハウを確保しています。今後、給水人口の減少による事業経営への影響や専門

性を要する水道職員の不足が進む場合には、更なる民間活用により経営資源を

調達する必要があります。 

ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの充実

（施設・設備の長寿命

化等による投資の平

準化） 

令和 6 年度にアセットマネジメントを策定し、アセットマネジメントにより更

新事業を実施し、安定した給水を目指すものです。更新計画は予防保全型の維

持管理等により長寿命化を図るとともに、更新投資は健全度等に応じた優先順

位の設定や事業費の平準化及び料金改定による財政収支ギャップの解消などに

より、更新投資の合理化に向けて検討を進めていきます。 

施設・設備の統廃合

及び性能の合理化 

（ダウンサイジング）

（スペックダウン）

施設並びに管路のダウンサイジングやスペックダウンは、将来の水需要予測を

踏まえて、統廃合、再編成、施設容量、口径変更の検討が求められます。この

検討には、施設・管路の適切な予備力や給水安定性及び水道システム全体にお

ける合理的な配置などを考慮することが必要となりますが、広域化などを見据

えた上で、投資の手戻りがないように長期的視点に立って情報収集をはじめと

した検討を継続していきます。 

その他の取組み 

大空町強靭化計画（令和 7（2025）年 1 月改定）では、災害時においても安定

的な給水を確保するため、浄水場や配水池などの水道施設の耐震化を図るとと

もに、管路についても、送水管の多重化や基幹管路の耐震化を推進することを

掲げています。このため老朽化管の更新は、耐震管を採用し耐震化率の向上に

努めます。 
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(2). 財源についての検討状況等 

 財源についての検討状況は下表のとおりです。 

 

表 5-10 財源の検討状況 

料 金 

計画的な投資により、収支ギャップが生じます。収支ギャップ解消に向け令和

9 年度及び 14 年度に、基準外繰入の軽減を図るため料金改定を見込みました

が、水需要の減少による収入の低下、物価等による費用の増加傾向の見込みは

変わりません。今後についても適正な水道料金の検討が必要です。 

企 業 債 
経常収支や資金残高を考慮して投資と財政の均衡を図りながら、持続性のある

水道事業の経営を行うため、企業債を活用していきます。 

繰 入 金 繰入金は、その必要性に応じて関係部署と調整して計上しています。 

資産の有効活用等に
よる収入増加の取組 

現在取り組みは行っていませんが、今後は検討が必要になります。 

その他の取組み 
新設導水管の有効水頭を利用し、小水力発電により再生可能エネルギー利用促

進に取り組みます。 

 

 

(3). 投資以外の経費についての検討状況等 

投資以外の経費（委託費、修繕費、人件費等）における推計では、過去の実績値による

平均値や、実績値による上昇率や、経済物価情勢の展望（日銀）等を参考に年 2％の上昇

率を見込むなどしています。 

今後は、経済・物価を巡る不確実性がある中、各経費の実態を把握しながら、同時に経

済物価情勢を注視しながら、経費の動向を検討していきます。 
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第6章 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項 
 

1 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項 

経営戦略は、PDCA サイクルを働かせ、「経営戦略の計画策定(P)→計画の実施（事業運営）

(D)→決算分析・乖離要因把握・検証(C)→取組みの再検討(A)→改定(Ｐ)→(Ｄ)→・・・」

というサイクルを繰り返すことで、経営の基本方針に従う安定的な経営と経営改革の持続

を目指すもので、そのイメージを図 6.1 及び図 6.2 に示します。計画期間は 10 年間とし、

ＰＤＣＡサイクルに則り 5 年ごとに見直して、経営指標をはじめとする活動成果をＨＰ等

に公表していきます。なお、次回は令和 12年 3月に見直し予定です。 

 

経 営 の 

基本方針 
水道サービスの継続により大空町を下支えする 

図 6-1  経営戦略のＰＤＣＡサイクル(5 年間) 

図 6-2  経営戦略のＰＤＣＡサイクル（長期間） 

  

5年後の経営戦略⾒直し

10年後の経営戦略⾒直し

Ｘ年後の経営戦略⾒直し

経営戦略の策定 (数値⽬標設定) 

経営⽅針

⽬標値

PDCAの継続
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令和 7 年 3 月

令和 7 年度 令和 16

１．事業概要

（１）

① 給　水

② 施　設　

％

③ 料　金

＜料金表＞

水道料金一覧

区域 用途

女満別 一般

東藻琴 一般

水道のメーター使用料（1か月につき）

口径

料金 209円 240円 304円

基本料金
水量

基本料金
超過料金

1立法メートルにつき

8立法メートルまで 1,495円 186円

8立法メートルまで 1,144円 143円

 ／日

平 成 27 年 4 月 1 日料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

施 設 利 用 率 61.85%

25ミリメートル 30ミリメートル

146円

別添１－２

大空町簡易水道事業 経営戦略

策 定 日 ：

年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

施 設 能 力 6,267

事業の現況

料金は基本料金と超過料金の合計となります。
料金用途は一般のみで、水道メーターの使用量が加算されます。

団 体 名 ：

事 業 名 ：

大空町

簡易水道事業

施 設 数

13ミリメートル 20ミリメートル

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

計 画 期 間 ：

11

～

管 路 延 長

事 業 名

水 源

女満別本町地区簡易水道

女満別高台地区簡易水道

東藻琴地区簡易水道

平成11年4月7日

平成12年4月4日

平成14年4月16日

最近認可年月日
計画給水人口

(人）

5,000

1,000

2,800

計

浄水場設置数

配水池設置数

2

0.0428,800

現在給水人口
(人）

有収水量密度
（千㎡/ｈａ）

3,915

472

1,944

6,331

 法適（全部・財務）・非適の区分 法適用令和6年4月1日より（財務）

391

千ｍ

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他

1



④ 組　織

＜組織体制＞

（２）

（３） 経営比較分析表等を活用した現状分析

　簡易水道事業は、現在、大空町長を事業管理者として、簡易水道事業及び下水道事業を所管する建設課において上下水道グループにより
運営されていて、課長職を含めて7名により関連事務を執行しています。

これまでの主な経営健全化の取組

経営健全化の取組み

①. 民間活用及び技術者確保
「水道施設の施設点検及び検針業務を委託し民間企業のノウハウを活かしています。」
②. 施設・設備の統廃合及び広域化
「平成10年度に水道未普及地域の解消とともに、女満別簡易水道、低台地区簡易水道、湖南地区簡易水道の3簡易水道を統合。低台地区の
取水施設、浄水施設、湖南地区の取水施設、浄水施設を廃止し本町地区の取水施設の新設、浄水施設の増強により、給水量の増加を行う。
平成11年度には東部高台地区簡易水道に隣接する未給水区域に区域拡張を行い、新規水源を取得し浄水施設を新設。平成18年３月31日に
旧女満別町と旧東藻琴村が合併して大空町が誕生しました。
大空町は女満別本町地区、女満別高台地区及び東藻琴地区の３つの簡易水道事業で運営されているが、会計は一本化、経営や施設管理な
どの一体化を進めてきました。」
③. アセットマネジメント
「令和5年度にアセットマネジメントを実施し、保有資産の把握、中長期的な財政の見通しの把握に取り組みました。」
④.広域連携
「網走市と協議を進め、導水管施設の共同化として原水融通が可能となる見通しとなっています。令和7年度水道事業認可を受け、令和8年以
降事業実施する予定です。」

経営比較分析表は、各公営企業の経営及び施設の状況を表す主要な経営指標とその分析で構成され、平成 29 年度からその公表が開始さ
れました。各公営企業においては、複数の指標を組み合わせた分析を行い、経営の現状及び課題を的確かつ簡明に把握することが可能とな
りましたが、水道事業では、「経営の健全性・効率性」並びに「老朽化の状況」の観点から、次の指標を挙げています。

　「経営の健全性・効率性」の観点
　　　①経常収支比率　　②累積欠損金比率
　　　③流動比率　　　　　④企業債残高対給水収益比率
　　　⑤料金回収率　　 　⑥給水原価
　　　⑦施設利用率　　　 ⑧有収率
　 「老朽化の状況」の観点
　　　⑨有形固定資産減価償却率
　　　⑩管路経年化率
　　　⑪管路更新率の指標

令和5年度においての経営の健全性・効率性を示す指標及び分析結果を、別紙のとおり示します。

※　直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

事業管理者

（町 長）
建設 課長

上下水道グループ

（建設グループ）

（企業会計職員）
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２．将来の事業環境

（１）

（２）

（３）

（４）

給水人口の予測

1日最大給水量は、給水人口の減少と共に、20年間で5,024 /日から3,064 /日と減少が見込まれており、20年間で61％になる見通しとなっ
ています。

1日最大給水量の実績 (H26～R5) と 予測 (R6～R25)

給水人口の実績 (H26～R5) と 予測 (R6～R25)

料金収入の見通しを立てるため、「予想年間料金収入＝予想年間有収水量×供給単価」の算式を用いて料金収入を試算しました。試算では
供給単価として令和2年度の実績値を採用しています。

現在、簡易水道事業が直面している経営課題は、人員不足に加えて水道技術の継承や水道施設の更新及び環境配慮など課題が複雑かつ多
様化しています。このような背景の中で、水道事業に従事する職員の数は、民間事業者へ業務を委託するなど合理化を図りつつも、他業務と
の兼務の必要性も加味し、これまでどおり職員7名の人数を確保し、通常業務の執行や課題解決に向けて取り組みを進めてまいります。

水需要の予測

給水人口は、行政区域内人口に社人研の減少率を乗じ普及率を考慮した上で設定しています。
推計の結果、給水人口は右肩下がりの傾向にあり、令和5年度の給水人口実績値は6,331人であるのに対して、20年後の予測値は4,332人と
なり、20年間でおおよそ68％になる予測結果になっています。

組織の見通し

給水人口の実績 (H26～R5) と 予測 (R6～R25)

　　　2023年度から40年間の料金収入（円/年）の予想結果 年間有収水量予測と料金収入の見通し

料金収入の見通し
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、
人

給水人口と1日最大給水量

一日最大給水量 給水人口

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

給水人口
(人） 7,310 7,192 7,063 6,960 6,887 6,787 6,634 6,570 6,482 6,331

年度 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

給水人口
(人） 6,244 6,137 6,034 5,929 5,825 5,721 5,616 5,516 5,419 5,319

年度 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25

給水人口
(人） 5,221 5,122 5,024 4,925 4,828 4,728 4,629 4,530 4,432 4,332

実績

予測

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

日最大給水量
（ /日） 5,929 5,825 5,721 5,616 5,516 5,419 5,319 5,221 5,122 5,024

年度 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

日最大給水量
（ /日） 4,696 4,608 4,525 4,439 4,354 4,264 4,179 4,091 4,004 3,920

年度 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25

日最大給水量
（ /日） 3,836 3,750 3,664 3,577 3,489 3,408 3,323 3,236 3,152 3,064

実績

予測

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

有収水量
(千㎡/年） 916 898 874 880 871 878 879 878 887 888

年度 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

有収水量
(千㎡/年） 855 846 840 833 828 818 810 801 795 784

年度 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25

有収水量
(千㎡/年） 775 766 758 746 735 725 716 702 690 678

実績

予測

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

料金収入
(千円/年） 153,706 154,725 157,813 158,468 156,703 158,541 159,326 157,769 160,497 162,571

年度 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

料金収入
(千円/年） 153,731 152,481 151,428 150,243 148,861 147,413 145,965 144,452 142,938 141,425

年度 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25

料金収入
(千円/年） 139,779 138,068 136,291 134,449 132,540 130,698 128,658 126,552 124,446 122,274
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３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

　構造物・設備及び管路の更新を進め、健全度の向上を図ります。また、ダウンサイジングなど計画的な施設更
新を継続することにより施設利用率を高め、効率的な事業運営を目指してまいります。
　網走市との広域連携による原水融通を実施し、良質な水源を活用するとともに更新費用及び維持管理費の低
減を図ります。

投資試算は、「令和5年度 水道事業アセットマネジメント」（以下、「アセットマネジメント」）、にて40年間の財政収支を見通したうえで、「水道施設
更新計画」（以下、「更新計画」）にて10年間の水道施設の更新計画を立て、本経営戦略の投資計画に反映しました。
アセットマネジメント及び更新計画を踏まえた、令和7年から16年までの工種別年度事業費は図の通りです。
老朽化施設の管路及び機械・電気設備の更新費用は年間約3億円、また網走市からの原水融通にかかる費用は約15億円、10年間での総費
用は、約44億円を見込んでいます。
アセットマネジメントでは、重要度や平準化による複数のパ
ターンによる更新需要と収支試算を踏まえた結果となって
います。

○料金に関する事項：
「算定期間の料金回収率平均90％の目標達成ため、令和9年度に44%、令和17年度に17%の料金改定を見込んでいます。」
○建設改良の財源：
「計画期間内の建設改良費の財源は、企業債を計画しています。」
○繰入金：
「基準内繰入金は繰出基準に基づき見込んでいます。基準外繰入金は当期純利益が不足しないよう繰入額を調整して見込んでいます。」
○資産の有効活用：
「現在のところ、有効活用できる遊休資産がないため、収入増加につながる資産の有効活用の取組みについては該当がない状況です。」

投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

目 標

大空町簡易水道事業は、「清浄で低廉な水の安定供給と持続的経営」を実現し、大空町を下支えすることを目指しています。
　　　　　持続 ：　施設統合と経営基盤強化
　　　　　安全 ：  良質な水源で清浄な水の供給
　　　　　強靭 ：  事故と災害に強い水道の構築

目 標

財源計画においては、事業運営の持続的な安定を確保する観点から、経営状況の健全性を示す、経常収支比
率(%)と累積欠損金費率(%)を指標に設定しました。
経常収支比率(%)の目標値は、これまでの経常収支比率の推移を踏まえて、投資と財源の均衡を図る観点から
100％とします。（R5経常収比率は103.71％）。
料金回収率（％）の目標値は、有収水量の減少や物価上昇により、現行の料金水準では、収支ギャップが生じ
基準外繰入金は年々増加することを踏まえ、料金算定期間の平均が90％を上回ることを目標とします。

○職員給与費に関する事項：
「令和5年度の人件費をもとに年0.3％の上昇を見込んでいます。」
○光水熱費に関する事項：
「令和5年度の実績値をもとに年2％近の上昇を見込んでいます。原水融通により、休止水源や昭和浄水場にかかる費用の軽減を見込んでい
ます。」
〇維持管理費に関する事項
「維持管理費の内、人件費等の影響を受けるものは、年2％の上昇を見込んでいます。また光水熱費同様、休止水源や昭和浄水場にかかる
費用の軽減を見込んでいます。」
○委託料に関する事項：
「施設管理費、保守点検及びメーター検針等の委託料です。令和5年度の実績値をもとに年2％近の上昇を見込んでいます。」
○修繕費に関する事項：
「令和5年の修繕費をもとに年2％の上昇を見込みんでいます。」
○その他：
「令和12年以降、原水融通費としての費用を見込みます。」
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経営戦略は、PDCAサイクルを働かせ、「経営戦略の計画策定(P)→計画の実施（事業運営）(D)→決
算分析・乖離要因把握・検証(C)→取組みの再検討(A)→改定(Ｐ)→(Ｄ)→・・・」というサイクルを繰り返
すことで、経営の基本方針に従う安定的な経営と経営改革の持続を目指し、計画期間は10年間としＰ
ＤＣＡサイクルに則り5年ごとに見直し、経営指標をはじめとする活動成果をＨＰ等に公表していきま
す。なお、次回の改定は令和12年3月の予定となっています。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

経常収支や資金残高を考慮して投資と財政の均衡を図りながら、持続性のある水道事業の経営を行
うため、企業債を活用していきます。

繰入金は、その必要性に応じて、関係部署との調整して計上しています。

更新費用及び維持管理費等の削減が期待できることから、網走市との原水融通を実施し、広域連携
を推進します。この広域連携は「北海道広域推進プラン」に示す広域化案に基づいています。

広 域 化

計画的な投資により、収支ギャップが生じます。収支ギャップ解消に向け令和9年度及び14年度に、基
準外繰入の軽減を図るため料金改定を見込みましたが、水需要の減少による収入の低下、物価等に
よる費用の増加傾向の見込みは変わりません。今後についても適正な水道料金の検討が必要です。

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

補 助 金 ・ 企 業 債

そ の 他 の 取 組

大空町強靭化計画（令和7（2025）年1月改定）では、災害時においても安定的な給水を確保するため、
浄水場や配水池などの水道施設の耐震化を図るとともに、管路についても、送水管の多重化や基幹
管路の耐震化を推進することを掲げています。このため老朽化管の更新は、耐震管を採用し耐震化
率の向上に努めます。

施設並びに管路のダウンサイジングやスペックダウンは、将来の水需要予測を踏まえて、統廃合、再
編成、施設容量、口径変更の検討が求められます。この検討には、施設・管路の適切な予備力や給
水安定性及び水道システム全体における合理的な配置などを考慮することが必要となりますが、広域
化などを見据えた上で、投資の手戻りがないように長期的視点に立って情報収集をはじめとした検討
を継続していきます。

繰 入 金

現在、装機器保守点検、自家用電気保安点検、水質検査、メーター検針、漏水調査、配水池清掃、料
金システム保守、財務システム保守、実施設計、経営戦略改定、アセットマネジメント改定を民間委託
し事業運営に必要な人員やノウハウを確保しています。今後、給水人口の減少による事業経営への
影響や専門性を要する水道職員の不足が進む場合には、更なる民間活用により経営資源を調達する
必要があります。

令和6年度にアセットマネジメントを策定し、アセットマネジメントにより更新事業を実施し、安定した給
水を目指すものです。更新計画は予防保全型の維持管理等により長寿命化を図るとともに、更新投
資は健全度等に応じた優先順位の設定や事業費の平準化及び料金改定による財政収支ギャップの
解消などにより、更新投資の合理化に向けて検討を進めていきます。

資産の有効活用等による収入増
加 の 取 組 み

現在取り組みは行っていませんが、今後は検討が必要になります。

そ の 他 の 取 組 み 新設導水管の有効水頭を利用し、小水力発電により再生可能エネルギー利用促進に取り組みます。
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表 5-2 収益的収支による投資・財政計画 
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4
7
,4

2
0

2
4
5
,0

4
7

2
4
8
,1

0
8

2
7
5
,7

5
0

3
0
4
,4

3
6

3
1
8
,8

2
9

3
1
9
,7

1
3

3
2
6
,0

1
0

3
3
3
,1

5
9

3
4
6
,5

4
0

3
5
7
,2

4
1

(E
)

2
8
,7

5
6

△
 2

5
,6

6
0

0
0

1
5
,2

1
2

2
2
,0

1
2

7
,0

2
3

5
0
2

1
6
,8

6
7

1
9
,9

7
4

5
,5

0
4

0

(F
)

0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(G
)

(H
)

0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(E
)＋

(H
) 

2
8
,7

5
6

△
 2

5
,6

5
8

0
0

1
5
,2

1
2

2
2
,0

1
2

7
,0

2
3

5
0
2

1
6
,8

6
7

1
9
,9

7
4

5
,5

0
4

0

(Ｉ
)

(Ｊ
)

2
9
,1

3
9

8
9
,2

2
3

9
5
,1

8
2

8
9
,7

3
3

3
9
,3

4
9

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

1
6
,7

7
1

2
0
,2

3
9

8
0
,3

2
3

8
6
,2

8
2

8
0
,8

3
3

3
0
,4

4
9

0
0

0
0

0
0

7
,8

7
1

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

(Ｋ
)

1
0
3
,0

5
5

1
0
3
,8

2
3

1
0
9
,6

9
6

1
2
8
,0

1
3

1
2
4
,6

9
7

1
2
2
,7

6
1

1
3
4
,4

8
3

1
5
0
,7

1
6

1
5
6
,2

8
6

1
5
4
,6

4
8

1
5
4
,4

1
6

8
,9

0
0

9
4
,1

5
5

9
4
,9

2
3

1
0
0
,7

9
6

1
1
9
,1

1
3

1
1
5
,7

9
7

1
1
3
,8

6
1

1
2
5
,5

8
3

1
4
1
,8

1
6

1
4
7
,3

8
6

1
4
5
,7

4
8

1
4
5
,5

1
6

0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

8
,9

0
0

(　
　

　
 　

　
 　

　
×

1
0
0
)

(Ｌ
)

(Ｍ
)

1
2
7
,1

9
1

1
3
9
,9

3
0

1
3
8
,7

9
3

1
3
7
,8

3
6

1
9
7
,3

8
7

1
9
5
,0

3
9

1
9
3
,1

4
4

1
9
1
,2

4
9

1
8
9
,7

8
6

2
1
9
,0

9
3

2
1
6
,7

7
6

2
1
4
,2

5
6

((
L
)/

(M
)×

1
0
0
)

(Ｎ
)

(Ｏ
)

(Q
)

((
N

)/
(Q

)×
1
0
0
)

他
会

計
補

助
金

そ
の

他
補

助
金

長
期

前
受

金
戻

入

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 　
  

  
  

  
  

  
 　

年
　

　
　

度
　

　
　

区
　

　
分

令
和

7
年

度
令

和
8
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度
令

和
1
2
年

度
令

和
1
3
年

度
令

和
1
4
年

度
令

和
1
5
年

度
令

和
1
6
年

度

営
業

外
収

益

補
助

金

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費

そ
の

他

収
入

計

減
価

償
却

費

営
業

外
費

用

支
払

利
息

そ
の

他

支
出

計

基
本

給

退
職

給
付

費

そ
の

他

経
費

動
力

費

修
繕

費

累
積

欠
損

金
比

率

経
常

損
益

(C
)－

(D
)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)－

(G
)

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

材
料

費

そ
の

他

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5
条

第
1
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

当
年

度
純

利
益

(
又

は
純

損
失

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

現
金

預
金

う
ち

未
収

金

流
動

負
債

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金

う
ち

未
払

金

受
水

費

健
全

化
法

第
2
2
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
不

足
比

率

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7
条

に
よ

り
算

定
し

た
事

業
の

規
模

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)－
(B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
6
条

に
規

定
す

る
解

消
可

能
資

金
不

足
額

(I
)

(A
)－

(B
)
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表 5-3 資本的収支による投資・財政計画 

 

様
式

第
2号

（
法

適
用

企
業

・資
本

的
収

支
）

(単
位

：
千

円
)

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

（
決

算
）

決
算

見
込

１
．

9
7
,9

0
0

1
5
5
,8

0
0

1
3
6
,6

0
0

3
2
0
,0

0
0

8
1
5
,5

0
0

8
1
4
,8

0
0

4
5
2
,5

0
0

2
7
4
,2

0
0

2
7
2
,6

0
0

2
7
2
,0

0
0

2
7
2
,1

0
0

2
7
3
,6

0
0

２
．

３
．

7
6
,5

7
4

1
3
8
,8

0
2

5
2
,2

0
8

5
5
,4

3
8

5
5
,7

6
2

5
3
,9

3
8

5
2
,8

7
3

4
8
,7

9
5

4
6
,8

0
1

4
7
,4

5
8

5
4
,7

7
6

6
2
,9

6
3

４
．

５
．

６
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

７
．

８
．

0
3
,3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

９
．

4
,4

8
8

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(A
)

1
7
8
,9

6
2

2
9
7
,9

0
2

1
8
8
,8

0
8

3
7
5
,4

3
8

8
7
1
,2

6
2

8
6
8
,7

3
8

5
0
5
,3

7
3

3
2
2
,9

9
5

3
1
9
,4

0
1

3
1
9
,4

5
8

3
2
6
,8

7
6

3
3
6
,5

6
3

(B
)

(C
)

1
7
8
,9

6
2

2
9
7
,9

0
2

1
8
8
,8

0
8

3
7
5
,4

3
8

8
7
1
,2

6
2

8
6
8
,7

3
8

5
0
5
,3

7
3

3
2
2
,9

9
5

3
1
9
,4

0
1

3
1
9
,4

5
8

3
2
6
,8

7
6

3
3
6
,5

6
3

１
．

8
5
,1

2
7

1
8
6
,4

9
5

1
6
2
,8

0
0

3
5
5
,5

6
0

9
0
6
,1

7
9

9
0
5
,3

5
9

5
0
2
,8

2
4

3
0
4
,7

0
0

3
0
2
,9

6
6

3
0
2
,3

1
9

3
0
2
,4

2
8

3
0
4
,1

0
0

２
．

9
4
,8

7
3

9
4
,1

5
5

9
4
,9

2
3

1
0
0
,7

9
6

1
1
9
,1

1
3

1
1
5
,7

9
7

1
1
3
,8

6
1

1
2
5
,5

8
3

1
4
1
,8

1
6

1
4
7
,3

8
6

1
4
5
,7

4
8

1
4
5
,5

1
6

３
．

４
．

５
．

4
,1

3
5

1
7
,2

5
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(D
)

1
8
4
,1

3
5

2
9
7
,9

0
2

2
5
7
,7

2
3

4
5
6
,3

5
6

1
,0

2
5
,2

9
2

1
,0

2
1
,1

5
6

6
1
6
,6

8
5

4
3
0
,2

8
3

4
4
4
,7

8
2

4
4
9
,7

0
5

4
4
8
,1

7
6

4
4
9
,6

1
6

(E
)

5
,1

7
3

0
6
8
,9

1
5

8
0
,9

1
8

1
5
4
,0

3
0

1
5
2
,4

1
8

1
1
1
,3

1
2

1
0
7
,2

8
8

1
2
5
,3

8
1

1
3
0
,2

4
7

1
2
1
,3

0
0

1
1
3
,0

5
3

１
．

0
6
8
,9

1
5

8
0
,9

1
8

1
5
4
,0

3
0

1
5
2
,4

1
8

1
1
1
,3

1
2

1
0
7
,2

8
8

1
2
5
,3

8
1

1
3
0
,2

4
7

1
2
1
,3

0
0

1
1
3
,0

5
3

２
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

３
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

４
．

(F
)

0
0

6
8
,9

1
5

8
0
,9

1
8

1
5
4
,0

3
0

1
5
2
,4

1
8

1
1
1
,3

1
2

1
0
7
,2

8
8

1
2
5
,3

8
1

1
3
0
,2

4
7

1
2
1
,3

0
0

1
1
3
,0

5
3

(E
)－

(F
) 

5
,1

7
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(G
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(H
)

1
,2

0
9
,3

3
6

1
,2

7
0
,9

8
1

1
,3

1
2
,6

5
8

1
,5

3
1
,8

6
2

2
,2

2
8
,2

4
9

2
,9

2
7
,2

5
2

3
,2

6
5
,8

9
1

3
,4

1
4
,5

0
8

3
,5

4
5
,2

9
2

3
,6

6
9
,9

0
6

3
,7

9
6
,2

5
8

3
,9

2
4
,3

4
2

〇
他

会
計

繰
入

金
(単

位
：
千

円
)

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度

（
決

算
）

 
決

算
見

込

7
,9

2
3

8
,4

3
1

3
5
,2

6
6

3
7
,9

7
6

9
,6

3
9

3
8
,2

8
4

3
7
,5

5
7

3
2
,2

9
7

5
4
,4

7
2

3
2
,7

3
2

2
8
,8

2
6

3
3
,5

9
9

7
,9

2
3

8
,4

3
1

8
,5

6
3

8
,5

9
1

9
,6

3
9

1
3
,3

8
6

1
7
,1

5
3

1
8
,9

2
9

1
6
,2

9
5

1
7
,7

3
6

1
9
,1

0
2

2
0
,3

3
9

0
0

2
6
,7

0
3

2
9
,3

8
5

0
2
4
,8

9
8

2
0
,4

0
4

1
3
,3

6
8

3
8
,1

7
7

1
4
,9

9
6

9
,7

2
4

1
3
,2

6
0

7
6
,5

7
4

1
3
8
,8

0
2

5
2
,2

0
8

5
5
,4

3
8

5
5
,7

6
2

5
3
,9

3
8

5
2
,8

7
3

4
8
,7

9
5

4
6
,8

0
1

4
7
,4

5
8

5
4
,7

7
6

6
2
,9

6
3

4
7
,4

3
7

1
3
8
,8

0
2

5
2
,2

0
8

5
5
,4

3
8

5
5
,7

6
2

5
3
,9

3
8

5
2
,8

7
3

4
8
,7

9
5

4
6
,8

0
1

4
7
,4

5
8

5
4
,7

7
6

6
2
,9

6
3

2
9
,1

3
7

8
4
,4

9
7

1
4
7
,2

3
3

8
7
,4

7
4

9
3
,4

1
4

6
5
,4

0
1

9
2
,2

2
2

9
0
,4

3
0

8
1
,0

9
2

1
0
1
,2

7
3

8
0
,1

9
0

8
3
,6

0
2

9
6
,5

6
2

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
度

　
　

　
区

　
　

分
令

和
7
年

度
令

和
8
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度

う
ち

職
員

給
与

費

国
(

都
道

府
県

)
補

助
金

資 本 的 収 支

資 本 的 収 入
(A

)の
う

ち
翌

年
度

へ
繰

り
越

さ
れ

る
支

出
の

財
源

充
当

額

純
計

　
(A

)－
(B

)

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

令
和

1
4
年

度
令

和
1
5
年

度
令

和
1
6
年

度
令

和
1
3
年

度

計

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

計

補
填

財
源

不
足

額

他
会

計
借

入
金

残
高

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

令
和

1
2
年

度

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
　

(D
)－

(C
)

補 填 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

企
業

債
残

高

令
和

1
5
年

度
令

和
1
6
年

度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

令
和

9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度
令

和
1
2
年

度
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

度
　

　
　

区
　

　
分

令
和

7
年

度
令

和
1
3
年

度
令

和
1
4
年

度
令

和
8
年

度

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

7



布設年月日 昭 和 年 月 日

給水人口 6,331　人

計算期間 自 令和7年4月 至 令和12年3月

（　5　年間）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

127,073 172,241 172,241

0 0

118 199 199

127,191 172,440 0 172,440

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

13,201 14,431 14,431

20,435 20,304 20,304

7,394 6,578 6,578

8,295 6,259 6,259

0 0 0

0 171,704 83,099 88,605

41,923 38,310 38,310

15,759 20,848 20,848

107,007 278,434 83,099 195,335

107,007 278,434 83,099 195,335

64,600

259,935

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 66%

＜料金水準についての説明＞

料 金 (X)

原価計算表

収　　入　　の　　部

項 目

金　　　　　　　　額

給 水 装 置 工 事 費

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部

項 目
金　　　　　　　　額

１　投資・財政計画計上額（Ａ）欄は、直近の料金算定期間内における平均値を記載すること。
２　起債償還額が減価償却額を超えるときは，当分の間，その差額を一般管理費のその他の欄に記載して差し支えないこと。
３　資産維持費は、将来の更新需要が新設当時と比較し、施工環境の悪化、高機能化（耐震化等）等により増大することが見込まれる場合
に、使用者負担の期間的公平等を確保する観点から、実体資本を維持し、サービスを継続していくために必要な費用（増大分に係るもの）を、
適正かつ効率的、効果的な中長期の改築（更新）計画に基づいて算定し、計上するもの。そのため、資産維持費（Ｚ）欄は、「水道料金算定要
領」（公益社団法人日本水道協会）を参考に、所有している資産の規模、経営環境等の実情に応じ、料金算定に適切に反映すべき費用を記載
すること。

原
価
構
成

人 件 費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

受 水 費

減 価 償 却 費

そ の 他

支 払 利 息

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

料 金 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

原価計算表は、別紙1「水道事業投資・財政計画」の数値を基に、計算期間を令和7～11年度の5年間で計算しました。
計算の結果、資産維持費※を加えた料金対象経費に対する料金収入の割合は約　66％となります。

料金水準の現状を踏まえ、料金については、今後の収支バランスに注視しながら適正料金の検討をしていきます。

※資産維持費について
資産維持費は、水道料金算定要領を参考に資産維持率を標準の3%として以下の式にて算出しています。
資産維持費　＝対象資産（R7－R11年度末償未済額の年平均（長期前受金戻入を除く）×資産維持率（３％）
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